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第
一
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

を
終
え
て

江
東
南
支
部

支
部
長

山
口

伊
久
雄

10
月
29
日
の
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

に
は
、
皆
さ
ん
勇
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

教
区
や
支
部
で
幾
度
と
な
く
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、
迎
え
た
第
一
回
の
活
動
日
、
各
支

部
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
誠
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

こ
こ
に
私
ど
も
の
活
動
日
の
様
子
を
お
伝
え

し
ま
す
。

当
日
は
、
清
々
し
い
晴
天
の
御
守
護
の
も

と
、
支
部
役
員
、
ス
タ
ッ
フ
揃
っ
て
の
お
願

い
づ
と
め
に
始
ま
り
、
「
参
加
者
に
は
必
ず
、

勇
ん
で
お
帰
り
い
た
だ
こ
う
」
を
合
言
葉
に

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
へ
。
予
想
人
数
１
５
０

名
、
資
料
準
備
２
０
０
セ
ッ
ト
、
実
数
１
６

３
名
。
神
殿
に
敷
き
詰
め
た
イ
ス
、
急
遽
用

意
し
た
パ
イ
プ
椅
子
、
そ
し
て
駐
車
場
と
、

何
も
か
も
丁
度
良
く
収
ま
り
、
蒲
生
大
教
会

の
神
苑
は
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

緊
張
感
の
中
開
会
す
る
も
、
独
自
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
《
講
話
と
対
話
》
を
お
務
め
下
さ
っ

た
、
蒲
生
大
教
会
長
の
安
井
昌
角
先
生
に
よ

る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
駆
使
し
た
、
終
始

笑
顔
で
分
か
り
易
い
お
話
に
、
会
場
は
一
気

に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
後

半
の
「
対
話
」
で
は
、
二
人
一
組
と
な
っ
て
、

テ
ー
マ
を
決
め
、
語
り
手
と
聞
き
手
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
を
語
ら
う
時
間
が
あ
り
、

こ
の
日
初
対
面
で
ペ
ア
を
組
ま
れ
た
方
も
数

多
く
、
中
に
は
感
極
ま
っ
て
涙
な
が
ら
に
話

さ
れ
て
い
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

司
会
か
ら
教
区
、

支
部
の
活
動
を
紹

介
す
る
中
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
書
い
て

い
た
だ
い
て
、
閉

会
と
成
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
見
な
が

ら
の
反
省
会
で
は
、

「
今
ま
で
に
な
い

講
話
で
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
「
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
な
ど
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
内
容
ば
か
り
で
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
感
動
に
包
ま
れ
、
次
回
の
開

催
に
意
欲
を
燃
や
し
、
有
り
難
い
一
日
が
終

わ
り
ま
し
た
。

滋
賀
教
区
献
米
団
参
「
親
里
の
集
い
」
も

終
わ
り
、
時
候
は
年
の
瀬
に
・
・
・
。
三
年

千
日
も
一
年
目
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
さ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
ま
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
各
地
で
戦

火
が
絶
え
ず
、
親
神
様
の
お
望
み
の
世
界
と

は
程
遠
い
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
現

実
が
有
り
ま
す
。
陽
気
ぐ
ら
し
世
界
実
現
へ

の
道
具
衆
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
ひ
た
す

ら
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
道
を
通
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
第
58
回

滋
賀
教
区

献
米
団
参
「
親
里
の
集
い
」
開
催

11
月
26
日
、
４
年
ぶ
り
に
五
講
堂
で
開
催
と
な
っ

た
滋
賀
教
区
献
米
団
参
の
「
親
里
の
集
い
」
に
は
、

教
区
管
内
か
ら
約
３
０
０
名
が
寄
り
集
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
脚
本
家
の
久
松
真
一
氏

（
高
岡
部
属
清
幡
分
教
会
所
属
よ
う
ぼ
く
）
が
登
壇
。

多
彩
な
脚
本
家
活
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
淡
々
と

し
た
口
調
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
な
が
ら

も
、
年
祭
活
動
真
っ
只
中
に
あ
る
一
人
の
信
仰
者

と
し
て
の
熱
い
思
い
を
赤
裸
々
に
語
り
か
け
、
聴

衆
を
釘
付
け
に
し
ま
し
た
。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
講
習
会
」
に
つ
い
て

教
養
室
庶
務
掛

「
よ
う
ぼ
く
講
習
会
」
は
、
よ
う
ぼ
く
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
陽
気
ぐ
ら
し
世
界

実
現
に
向
か
っ
て
そ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
親
里
ぢ
ば
に
お
い
て

を
や
の
思
召
を
学
び
、
自
分
の
役
割
を
再
確
認
し
、
今
後
の
日
常
生
活
に
活
か
す
場

と
し
て
、
昨
年
６
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
日
程
も
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
年
祭
活
動
の
旬
に
一
人
で
も
多
く
受
講
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
丹
精
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
※
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
（
再
掲
）

総
務
部
渉
外
広
報
課

12
月
10
日
、
天
理
市
内
を
コ
ー
ス
に
含
ん
で
恒
例
の
「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
交
通
規
制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
期

日

12
月
10
日
（
日
）

・
規
制
時
間
目
安

午
前
９
時
50
分
～
午
後
１
時
20
分
頃

※
規
制
の
詳
細
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
第
58
回
滋
賀
教
区
献
米
団
参

及
び
「
親
里
の
集
い
」
報
告
と
御
礼

11
月
26
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
滋
賀
教
区
の
献
米
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
内

の
皆
様
の
真
実
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
新
米
を
、
お
ぢ
ば
に
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
下
表
に
て
献
米
数
量
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
約
20
名
の

方
が
搬
入
作
業
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
ぶ
り
に
五
講

堂
で
の
開
催
と
な
っ
た
「
親

里
の
集
い
」
は
、
脚
本
家
の

久
松
真
一
氏
を
迎
え
て
の
記

念
講
演
を
実
施
。
約
３
０
０

名
の
参
加
者
は
、
脚
本
家
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
信
仰
者

と
し
て
の
熱
い
思
い
を
赤
裸
々
に
語
る
久
松
氏
の
お
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

６
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
第
１
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
支
部
別
参
加
者
集
計

※
次
ペ
ー
ジ
上
段
に
直
属
教
会
別
参
加
者
集
計
表
を
掲
載
。

・
第
１
回
の
参
加
カ
ー
ド
に
つ
い
て

第
１
回
の
参
加
カ
ー
ド
の
控
え
を
支
部
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
各
支
部
の
名
簿

管
理
担
当
者
は
名
簿
デ
ー
タ
に
参
加
者
の
記
録
を
残
す
作
業
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
地
域
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
で
す
の
で
、
有
効
活
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚
、
個
人
情
報
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
と
保
管
に
は
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
の
開
催
報
告
と
御
礼
に
つ
い
て

第
１
回
の
開
催
報
告
と
御
礼
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
第
２
回
実
施
計
画
に
つ
い
て

第
２
回
の
実
施
計
画
書
を
、
第
一
回
の
結
果
を
踏
ま
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
開
催
の
趣
旨
を
再
確
認
し
、
逸
脱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
尚
、
計
画
書
の
提
出
〆
切
は
来
年
２
月
２
日
で
す
。

交通規制

支部名
献米量

(㎏ / 俵)
お供え
（円）

大 津 900 / 15.0 25,000

江 西 1860 / 31.0

江 南 1020 / 17.0 8,000

江南北 1430 / 23.8 15,000

江 東 1310 / 21.8 5,000

江東南 855 / 14.3

湖 北 1110 / 18.5 10,000

西 湖 1065 / 17.8

合計 9550 /159.2 63,000

昨年 9565 /159.4 137,000

支
部
名

教
会
長

布
教
所
長

よ
う
ぼ
く

別
席
運
び
中

そ
の
他

合
計

大 津 14 10 120 1 1 146

江 西 21 20 226 4 23 294

江 南 19 8 130 3 2 162

江南北 15 14 204 2 18 253

江 東 17 14 133 1 165

江東南 14 6 133 1 9 163

湖 北 21 13 136 1 17 188

西 湖 25 9 100 1 2 137

計 146 94 1182 13 73 1508
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【
開
催
趣
旨
】
教
祖
１
４
０
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
、
同
じ
地
域
に
住
む
よ
う
ぼ
く

お
互
い
が
、
互
い
に
励
ま
し
あ
い
勇
ま
せ
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
や
個
人
の

年
祭
活
動
の
更
な
る
実
践
に
つ
な
げ
る
。

・
よ
う
ぼ
く
が
距
離
的
に
集
ま
り
や
す
い
支
部
に
お
い
て
、
定
期
的
に
年
祭
活
動
の

実
践
を
促
す
場
を
設
け
、
一
人
で
も
多
く
の
よ
う
ぼ
く
が
年
祭
活
動
の
意
欲
を
高

め
、
日
々
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
目
標
に
実
動
す
る
契
機
と
す
る
。

▽
年
末
年
始
閉
庁
の
お
知
ら
せ

教
務
支
庁
は
12
月
28
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
立
教
１
８
６
年

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
集
計
結
果

11
月
の
教
区
長
会
議
に
て
、
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
の
集
計
報
告
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
立
教
１
８
７
年

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
開
催
テ
ー
マ

成
人
の
旬

一
手
一
つ
に
ひ
の
き
し
ん

～
日
々
の
実
践
に
つ
な
げ
よ
う
～

・
実
施
要
項
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
（
支
部
用
１
部

＋

立
教
１
８
６
年
の
計
画
数
）

〇
大
津

３
部

〇
江
西

６
部

〇
江
南

６
部

〇
江
南
北

３
部

〇
江
東

４
部

〇
江
東
南

４
部

〇
湖
北

２
部

〇
西
湖

３
部

・
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
の
申
込
み
に
つ
い
て

●
申
込
書
提
出
締
切
り

12
月
10
日
（
日
）

各
支
部
配
布
の
申
込
書
に
て
教
務
支
庁
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
実
施
計
画
の
提
出
に
つ
い
て

●
提
出
締
切
り

立
教
１
８
７
年
２
月
26
日
（
月
）

実
施
計
画
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
「
実
施

計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
実
施
会
場
ご
と
に
入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

送
信
す
る
と
、
す
ぐ
に
送
信
者
と
教
区
に
確
認
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

用
紙
版
の
「
実
施
計
画
書
」
は
、
各
支
部
に
１
部
配
布
い
た
し
ま
す
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

１
月
30
日
（
火
）
午
後
２
時

第１回ようぼく一斉活動日 直属教会別参加者集計表（教区管内会場分）

教会名 人数 教会名 人数 教会名 人数 教会名 人数 教会名 人数

郡山大教会 6 中和大教会 11 阪東大教会 6 東肥大教会 2 大原大教会 207

兵神大教会 2 櫻井大教会 7 蒲生大教会 29 南大教会 12

船場大教会 11 越乃國大教会 5 日野大教会 35 山陰大教会 1 淀分教会 1

河原町大教会 87 名東大教会 3 梅谷大教会 10 大鳥大教会 3 栗太分教会 66

撫養大教会 4 麴町大教会 74 治道大教会 1 神崎大教会 1 琵琶分教会 105

東大教会 2 東本大教会 5 川之江大教会 3 本保大教会 1 網島分教会 2

敷島大教会 17 嶽東大教会 2 中紀大教会 1 本愛大教会 20 玉江分教会 1

髙安大教会 10 島ヶ原大教会 4 中津大教会 9 本芝大教会 1 天元分教会 1

南海大教会 15 御津大教会 1 岐美大教会 3 山國大教会 6 吉備分教会 2

芦津大教会 8 城法大教会 15 中野大教会 8 京城大教会 9 高宮分教会 15

髙知大教会 1 淺草大教会 3 秦野大教会 1 東神田大教会 1 尚久分教会 1

北大教会 3 西陣大教会 6 中央大教会 1 東中央大教会 6 生琉里分教会 5

湖東大教会 162 大縣大教会 2 南紀大教会 2 紀陽大教会 1 大阪分教会 2

甲賀大教会 236 西宮大教会 4 北陸大教会 2 鎭西大教会 17 江州分教会 2

水口大教会 159 明城大教会 2 岡大教会 2 中背大教会 31

中河大教会 7 大江大教会 1 防府大教会 2 本理世大教会 1

名京大教会 1 旭日大教会 6 西大教会 1 亀岡大教会 3
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社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
「
い
き
い
き
通
信
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

誌
面
の
質
向
上
の
た
め
、
定
期
購
読
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
道
友
社

年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て

12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
本
社
窓
口
は
27
日
正
午
ま
で
。

お
や
さ
と
書
店
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
道
友
は
27
日
15
時
ま
で
。
１
月
５
日
は
９
時
30
分
か

ら
通
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

▽
『
グ
ラ
フ
天
理
５
０
６
号
』
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
天
理
５
０
６
号
を
本
日
（
12
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
11
月
献
血
実
績
（
10
／
21
～
11
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

４
名

江
南
北

３
名

★
合

計

江

東

２
名

成

分

８
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

２
名

江

東

１
名

今
月
も
大
変
な
中
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ど
う
か
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
12
月
（
11
月
28
日
）

江
南
北
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
２
月
（
期
日
未
定
）

江

東
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
原
委
員
長
・
・

▽
青
年
会
教
務
支
庁
大
掃
除

・
日

時

12
月
10
日
（
日
）

10
時
か
ら

・
内

容

教
務
支
庁
の
清
掃
ひ
の
き
し
ん

▽
青
年
会
例
会

・
日

時

12
月
10
日
（
日
）

17
時
か
ら

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
少
年
会
本
部
の
庶
務
・
会
計
業
務
に
つ
い
て

令
和
６
年
１
月
８
日
よ
り
、
日
曜
・
祝
日
の
少
年
会
本
部
庶
務
・
会
計
業
務
を
休

止
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
以
下
の
例
外
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
曜
・
祝
日
の
場
合

も
従
来
通
り
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

〈
例
外
日
〉
〇
本
部
祭
典
前
後

毎
月
24
～
27
日

４
月
17
～
19
日

〇
本
部
行
事

お
節
会
１
月
５
～
７
日

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

７
月
27
日
～
８
月
４
日

〇
そ
の
他

毎
月
７
・
８
日

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
お
せ
ち
学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
」
に
つ
い
て

・
期

間

令
和
６
年
１
月
４
日
（
木
）
～
７
日
（
日
）

・
定

員

各
日
２
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
５
年
12
月
16
日
（
土
）

・
参
加
対
象

高
校
生
・
大
学
生
・
短
大
生

大
学
院
生
・
専
門
学
校
生

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
募
集
案
内

・
期

間

令
和
６
年
３
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）

・
定

員

７
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
６
年
２
月
15
日
（
木
）

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
募
集
案
内

・
期

間

令
和
６
年
３
月
10
日
（
日
）
～
12
日
（
火
）

・
定

員

４
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

▽
「
立
教
１
８
７
年

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て

・
期

日

令
和
６
年
３
月
28
日
（
木
）

・
式

典

午
前
10
時

本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー

前
日
行
事

午
後
７
時
～
９
時

春学チラシ 学修高卒要項 節会学生要項学修大学要項
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第58回 滋賀教区 献米団参＆親里のつどい

淡々と語りかけるように話される久松氏。脚本家として、また信仰者としての熱いお話は、聴衆を釘付けにしました。

ぐっと冷え込んだ１１月２６日の朝、搬入場所の炊事本部には新米が続々と運び込まれました。
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立教186年 滋賀教区婦人会 成人のつどい

教
祖
百
四
十
年
祭
の
年
祭
活

動
一
年
目
。
５
月
28
日
の
江
東

南
支
部
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

し
た
滋
賀
教
区
婦
人
会
「
成
人

の
つ
ど
い
」
も
、
お
陰
様
で
先

日
の
11
月
29
日
、
湖
北
支
部
を

最
後
に
滞
り
な
く
無
事
に
終
了

さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
、
色
々
お

力
添
え
賜
り
ま
し
た
こ
と
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
区
婦
人
会
と
し
ま
し
て
は
、

『
諭
達
』
の
精
神
を
よ
り
身
近

な
も
の
と
し
て
深
め
る
た
め
に

も
、
婦
人
会
の
活
動
方
針
に
教

区
管
内
の
婦
人
同
士
が
心
一
つ

に
揃
え
て
、
互
い
に
勇
ま
せ
合

い
な
が
ら
、
互
い
に
育
ち
、
育

て
る
丹
精
に
励
ん
で
、
年
祭
活

動
に
イ
キ
イ
キ
と
勤
し
ん
で
も

ら
う
為
の
一
助
、
成
人
の
場
と

な
れ
ば
、
と
の
思
い
で
開
催
さ

せ
て
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

「
成
人
の
つ
ど
い
」
を
経
て
、

ま
す
ま
す
勇
ん
だ
歩
み
へ
繋
げ

て
下
さ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
来
年
の
年
祭
活
動
二
年

目
も
心
明
る
く
勇
ん
で
歩
ま
せ

て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

婦
人
会
教
区
主
任

中
西
は
つ
よ

１１月１２日 江南支部 龍池分教会にて ５３名

１１月２８日 江南北支部 教務支庁にて １１名

１１月２９日 湖北支部 米原分教会にて ２５名

滋賀教区婦人会

「成人のつどい」

８支部全日程終了
参加者総数

子供含む２６１名
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● 教会長参加実数（近畿ブロック）

教 区 教会数 教会長 参加率

奈 良 646 250 38.7％

京 都 493 284 57.6％

大 阪 1,313 723 55.1％

兵 庫 1,087 499 45.9％

滋 賀 218 121 55.5％

和歌山 358 221 61.7％

全 教 13,726 6,920 50.4％

この資料は、教区長

会議（11月25日）にて

配布されたものです。
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Ｊ
Ｒ
甲
賀
駅
よ
り
東
へ
徒
歩
５
分
、
住
宅

街
の
中
に
大
原
市
場
分
教
会
が
あ
る
。
大
原

市
場
の
道
は
古
く
、
明
治
20
年
末
、
山
﨑
虎

吉
、
妻
し
な
が
、
養
女
て
つ
と
婿
養
子
忠
吉

の
間
に
子
供
が
授
か
ら
な
い
事
情
と
て
つ
の

精
神
的
な
身
情
を
甲
賀
大
教
会
初
代
会
長
山

田
太
右
衛
門
に
た
す
け
ら
れ
、
一
家
揃
っ
て

大
教
会
に
伏
せ
込
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。

て
つ
は
熱
心
に
教
理
を
習
得
し
、
特
に
お

て
ふ
り
に
堪
能
で
あ
り
、
明
治
21
年
旧
１
月

13
日
、
北
脇
村
徳
地
平
五
郎
宅
で
の
お
て
ふ

り
の
練
習
中
に
警
察
の
干
渉
に
遭
い
、
水
口

警
察
へ
出
頭
し
た
代
表
９
名
の
中
に
入
っ
て

い
た
程
で
あ
る
。
明
治
40
年
頃
よ
り
、
て
つ

は
大
教
会
の
御
用
の
中
、
甲
賀
村
近
辺
を
に

を
い
が
け
、
お
た
す
け
に
回
っ
た
。
大
原
村

鳥
居
野
の
材
木
商
と
農
業
を
営
む
中
井
元
吉
、

は
つ
夫
妻
に
に
を
い
が
掛
か
り
、
中
井
家
の

一
室
を
借
り
、
は
つ
と
共
に
集
談
所
を
開
設
。

大
正
４
年
に
は
中
井
家
が
改
式
し
、
て
つ
が

講
元
を
つ
と
め
た
。
し
か
し
、
大
教
会
初
代

会
長
夫
人
が
出
直
し
た
た
め
、
大
正
５
年
に

夫
忠
吉
が
出
直
す
も
、
五
十
日
祭
を
終
え
ぬ

間
に
、
初
代
会
長
の
身

の
回
り
の
世
話
係
と
し

て
て
つ
は
詰
所
へ
派
遣

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
中
井
元
吉
が

講
元
と
な
り
、
大
正
８

年
に
は
信
者
も
増
し
て

手
狭
と
な
っ
た
た
め
、

集
談
所
を
現
在
の
地
に

移
転
し
た
。

昭
和
２
年
、
て
つ
は
、

大
教
会
初
代
会
長
の
出

直
し
を
見
届
け
て
大
教

会
へ
戻
る
。
そ
し
て
大

教
会
の
構
内
、
黄
瀬
家
よ
り
米
蔵
を
養
子
に

迎
え
、
同
じ
く
構
内
の
松
村
家
の
長
女
悦
を

嫁
に
迎
え
た
。

昭
和
15
年
、
宗
教
団
体
法
に
よ
り
集
談
所

は
布
教
所
と
改
称
さ
れ
、
米
蔵
が
初
代
所
長

に
就
任
。
し
か
し
米
蔵
は
大
教
会
の
御
用
に

忙
し
く
、
実
質
は
中
井
家
が
つ
と
め
て
い
た
。

昭
和
32
年
米
蔵
、
悦
の
長
女
洋
子
に
北
海
道

の
北
上
川
分
教
会
よ
り
愃
を
婿
養
子
に
迎
え

ひ
ろ
し

た
。
間
も
な
く
愃
は
単
身
、
兵
庫
県
姫
路
市

へ
布
教
に
出
た
。
洋
子
と
子
供
た
ち
を
引
き

寄
せ
、
い
よ
い
よ
布
教
所
開
設
と
い
う
時
、

大
教
会
よ
り
詰
所
ふ
し
ん
の
声
が
掛
っ
た
。

し
か
し
軽
い
気
持
ち
で
受
け
流
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
洋
子
に
身
上
の

お
手
入
れ
を
い
た
だ
い

た
。
伺
い
を
立
て
る
と

「
姫
路
を
引
き
揚
げ
、

詰
所
ふ
し
ん
に
伏
せ
込

め
」
と
の
お
言
葉
。
昭

和
46
年
３
月
大
教
会
へ

引
き
揚
げ
、
ふ
し
ん
に

伏
せ
込
ん
だ
。
そ
し
て
、

伏
せ
込
み
３
日
目
に
し

て
洋
子
の
身
上
は
鮮
や

か
に
御
守
護
頂
い
た
の

で
あ
る
。

昭
和
49
年
10
月
26
日
、

愃
が
二
代
所
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
56
年
11

月
、
布
教
所
の
建
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
神

殿
ふ
し
ん
が
始
ま
っ
た
が
、
教
祖
百
年
祭
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
教
会
設
立
の
機
運
が
高

ま
り
、
昭
和
59
年
神
殿
が
完
成
し
、
昭
和
60

年
10
月
26
日
大
原
市
場
分
教
会
設
立
の
お
許

し
を
戴
き
、
愃
が
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。

愃
は
大
教
会
の
構
内
役
員
と
し
て
忙
し
く
、

主
に
教
会
は
中
井
栄
二
、
さ
つ
夫
妻
が
留
守

を
任
さ
れ
て
い
た
。
平
成
22
年
１
月
26
日
、

愃
が
高
齢
と
な
っ
た
た
め
、
長
男
忠
が
２
代

会
長
に
就
任
し
た
。

忠
は
天
理
教
校
附
属
高
校
、
専
修
科
を
卒

業
し
、
大
教
会
青
年
つ
と
め
を
経
て
、
大
教

会
の
台
湾
布
教
所
に
７
年
半
勤
め
た
。
平
成

31
年
に
は
大
教
会
役
員
に
登
用
。
教
区
に
お

い
て
も
、
少
年
会
副
団
長
、
江
南
支
部
長
を

つ
と
め
た
。
代
々
大
教
会
の
御
用
第
一
に
努

め
て
来
た
た
め
自
教
会
の
丹
精
、
地
域
へ
の

布
教
活
動
が
手
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
忠
は
現
在
、
民
生
委
員
を
積
極
的
に

引
き
受
け
る
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を
図
っ

て
い
る
。
更
に
、
年
祭
に
向
け
て
大
教
会
よ

り
、
〝
毎
日
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
活
動

が
ゼ
ロ
の
日
が
無
い
よ
う
に
し
よ
う
〟
と
の

お
打
ち
出
し
を
受
け
、
代
々
の
伏
せ
込
み
の

お
か
げ
に
よ
り
現
在
、
三
代
続
け
て
男
子
を

授
け
て
頂
い
て
い
る
御
恩
報
じ
と
共
に
年
祭

に
は
月
次
祭
の
お
つ
と
め
の
手
が
揃
う
よ
う

日
々
勇
ん
で
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
に
歩

ん
で
い
る
会
長
夫
妻
で
あ
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№106

大
原
市
場
分
教
会
（
甲
賀
・
江
南
支
部
）

お

お

は

ら

い

ち

ば

会
長

山
﨑

忠

住
所

甲
賀
市
甲
賀
町
大
原
市
場
二
二
番
地
五

山﨑会長ご夫妻（神前にて）

大原市場分教会

●

ＪＲ甲賀駅

●
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12月 行事予定

／02 主事会、役員会、婦人会例会
／10 青年会 教務支庁大掃除 10:00

青年会例会 17:00
／25 教区長会議（38母屋）15:00

11月 教区日誌

／02 主事会、役員会、婦人会例会
／09 教会探訪ルポ取材 大原市場分教会
／12 道の教職員の集い幹事会 9:00
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／26 第58回滋賀教区献米団参・親里の集い

白川山林整備ひのきしん
（災害救援ひのきしん隊・～27日まで）

／28 庁舎清掃ひのきしん 江南北支部
／29 広報委員会 13:00 布教部例会 15:00
／30 少年会例会 10:00

◇ 閉庁日 14日 23日 25日 26日
年末年始 12月28日～１月３日

◇ 閉庁時間 午後４時 （10月～３月）
（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

■ 布教月報
天理教布教部が発行する行事案内誌。

主に福祉課に関わる行事の詳しい案内
が掲載されています。

■ 道友社報
天理教道友者が社友あてに毎月発行

する行事案内誌です。道友社の最新情
報が掲載されています。

災救隊白川山林整
備ひのきしん報告
災害救援ひのきしん隊は、11

月26日から27日にかけて、白川

山林整備ひのきしんを行いまし

た。滋賀教区隊から９名の隊員

が参加し、白川地区の草刈りに

汗を流しました。献米受け入れ

作業に引き続いての出動、お疲

れ様でした。

訃 報

・片岡 敏郎氏［湖東 江西］

９８歳 湖司布教所長
こ し

１１月２１日 出直されました

法人関係

▽飛地境内地拡張承認願

・水口大教会［本部 江南北］
受理日 11月24日

▽境内建物拡張承認願

・水口大教会［本部 江南北］
受理日 11月24日

ご本部 お節会 について

立教１８７年のご本部お節会につきまして

は、以下の通り実施されます。

日程：１月５日(金)から７日(日)まで

時間：午前１０時から午後１時まで

※会場や受付などの詳細は、追って『天理

時報』等で発表されますので、そちらをご確

認ください。


